
「
不
歌
而
論
」
と

よ
み
う
た
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
し

「
讃
歌
」
と
「
賦
詩
」
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孫

久
　
富

は
じ
め
に

　
「
賦
」
が
日
本
上
代
文
学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
既
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
一
端
を
、
戦
後

出
版
さ
れ
た
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
』
、
『
風
土
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
、
『
万
葉
集
』
、
『
雪
風
藻
』
の
解
説
や
頭
注
よ
り
窺
え
る
し
、

さ
ら
に
戦
後
、
比
較
文
学
研
究
の
領
域
で
多
大
な
成
果
を
上
げ
た
先
学
の
著
作
翫
が
ら
、
そ
の
受
容
の
詳
細
を
知
り
得
る
。

　
中
西
進
氏
は
か
つ
て
「
賦
は
『
文
選
』
の
三
分
の
一
を
凌
ぎ
『
文
選
』
の
中
心
を
な
す
の
み
な
ら
ず
、
『
文
選
』
の
巻
一
か
ら
以
下
に

こ
れ
を
並
べ
、
そ
れ
に
詩
を
次
い
で
全
体
の
半
ば
を
越
え
る
と
い
う
状
態
を
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
、
「
人
麿
・
金
村
・
赤
人
・
虫

麿
・
憶
良
・
福
麿
と
い
う
長
歌
作
家
た
ち
、
そ
し
て
意
吉
富
と
い
う
作
家
を
、
直
穿
の
影
響
の
中
に
作
歌
し
、
辞
賦
の
流
れ
の
中
に
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
作
家
、
「
辞
賦
の
作
家
」
で
あ
る
と
断
定
し
て
み
た
ら
ど
う
か
。
」
と
い
う
論
断
ま
で
だ
さ
れ
て
い
る
。

　
万
葉
長
歌
の
誕
生
及
び
そ
の
流
れ
を
、
「
賦
」
の
そ
れ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
氏
の
論
断
は
正
鵠
を
射
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
た
だ
し
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長
歌
と
賦
、
こ
の
両
者
の
内
容
、
風
格
、
乃
至
創
作
理
念
な
ど
を
全
面
的
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
多
く
の
相
違
点
を
有
す
る
。
し

か
も
両
者
の
受
容
関
係
を
究
明
す
る
に
し
て
も
、
な
お
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

　
1
『
古
事
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
は
と
も
か
く
と
し
て
、
万
葉
歌
人
が
あ
れ
だ
け
「
賦
」
の
影
響
を
受
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

伴
家
持
以
外
に
は
、
自
分
の
長
歌
を
「
賦
」
だ
と
称
す
る
歌
人
は
い
な
か
っ
た
。
漢
詩
文
の
造
詣
が
大
伴
家
持
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
柿

本
人
語
、
山
上
憶
良
、
大
伴
旅
人
ら
は
、
い
ず
れ
も
自
分
の
長
歌
を
「
賦
」
と
題
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。

　
2
『
文
選
』
に
は
「
賦
」
は
全
作
品
の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
が
、
約
四
千
五
百
首
の
歌
を
収
録
し
た
『
万
葉
集
』
に
は
、
「
賦
」

の
影
響
を
受
け
「
賦
」
に
等
し
い
と
言
わ
れ
る
長
歌
は
僅
か
二
六
五
首
で
、
万
葉
歌
総
数
の
十
七
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
万
葉
の
代

表
歌
人
を
「
辞
賦
の
作
家
」
と
称
す
る
な
ら
ば
、
『
万
葉
集
』
中
の
「
賦
」
に
当
た
る
長
歌
の
数
が
も
っ
と
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、

な
ぜ
こ
れ
だ
け
少
な
い
の
か
。

　
3
春
秋
戦
国
時
代
の
末
期
に
起
こ
り
、
漢
の
時
代
に
そ
の
繁
栄
を
見
せ
た
新
し
い
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
賦
」
は
、
中
国
に
お
い

て
は
時
代
と
と
も
に
盛
衰
起
伏
の
波
こ
そ
見
せ
る
が
、
そ
の
創
作
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
延
々
と
明
の
時
代
ま
で
続
い
た
。
し
か
し
日
本

に
お
い
て
は
、
記
紀
歌
謡
に
そ
の
端
を
発
し
、
柿
本
人
麿
に
よ
っ
て
成
熟
さ
せ
た
長
歌
は
、
万
葉
時
代
の
終
焉
と
共
に
そ
の
使
命
を
終
え

た
か
の
如
く
歌
壇
か
ら
そ
の
姿
が
殆
ど
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
続
く
期
間
は
長
く
見
て
も
わ
ず
か
四
百
年
し
か
な
い
。
な
ぜ

長
歌
は
こ
れ
だ
け
短
命
な
の
か
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
原
稿
枚
数
の
制
限
を
は
る
か
に
越
え
る
の
で
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず

「
賦
」
の
持
つ
本
来
の
意
味
と
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
賦
」
の
特
質
を
分
析
し
、
そ
れ
を
以
て
「
長
歌
」
と
比
較
し
、
両
者
の
共
通

点
と
相
違
点
を
探
っ
て
み
る
。
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4
1

一
、
「
賦
」
の
用
例
・
意
味
及
び
「
賦
」
の
形
式

久富孫

　
漢
詩
の
模
倣
詩
集
で
あ
る
『
懐
風
藻
』
を
除
け
ば
、
「
賦
」
と
い
う
文
字
が
、
日
本
上
代
文
学
作
品
中
に
直
接
用
い
ら
れ
る
例
は
、
以

外
と
少
な
い
。
例
え
ば
対
句
を
多
用
し
、
四
六
駐
麗
文
に
近
き
文
体
で
記
し
た
序
文
を
持
つ
『
古
事
記
』
に
は
、
「
賦
し
が
た
だ
表
音
文

字
と
し
て
「
木
縣
主
畢
生
、
論
陣
麻
和
詞
書
費
命
。
」
（
中
巻
・
全
等
天
皇
）
「
次
大
倭
根
子
日
子
賦
課
迩
命
。
」
（
中
巻
・
孝
安
天
皇
）
人
名
の

み
に
使
わ
れ
て
い
る
。
歌
の
題
や
「
論
読
」
の
意
味
に
使
わ
れ
る
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
『
日
本
書
紀
』
に
も
、

「
天
皇
嘉
腋
有
心
、
詔
群
臣
日
、
為
朕
讃
蜻
蛉
歌
愚
書
。
群
臣
莫
能
警
語
者
。
」
（
巻
第
＋
四
・
雄
略
天
皇
）
と
い
う
用
例
し
か
見
当
た
ら
な

い
。　

さ
ら
に
『
文
選
』
の
「
賦
」
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
た
『
万
葉
集
』
の
長
歌
に
は
、
「
賦
」
を
題
と
す
る
作
品
は
、
大
伴
家
持
と
下

僚
の
池
主
が
越
中
で
作
っ
た
叙
景
歌
の
五
首
だ
け
で
、
「
賦
」
を
「
動
詞
」
と
し
て
使
う
例
は
、
『
万
葉
集
』
中
で
は
た
だ
以
下
の
六
カ
所

に
止
ま
る
。

　
イ
「
冬
日
幸
子
靱
負
御
井
之
時
内
命
婦
石
川
朝
臣
丁
半
賦
雪
歌
一
首
」
（
巻
二
＋
・
四
四
三
九
）

　
ロ
「
…
…
賦
雪
作
歌
奉
献
者
。
…
…
」
（
巻
二
＋
・
四
四
三
九
左
注
）

　
ハ
「
…
…
勅
日
。
汝
諸
王
卿
等
。
柳
賦
此
雪
。
各
奏
童
歌
。
」
（
巻
＋
七
・
三
九
二
二
歌
序
）

　
二
「
…
…
靡
堪
賦
歌
以
塵
贋
之
。
…
…
」
（
巻
＋
七
・
三
九
二
六
左
注
）

　
ホ
「
…
…
敬
擬
解
咲
焉
如
今
賦
言
勒
韻
同
斯
半
作
之
篇
。
…
…
」
（
巻
＋
七
・
三
九
七
六
歌
序
）

　
へ
「
…
…
相
藤
原
朝
臣
奉
勅
筆
墨
王
卿
棒
線
堪
任
意
作
歌
井
賦
詩
傍
応
詔
旨
各
陳
心
緒
作
歌
賦
器
具
得
率
人
軸
距
詩
井
作
歌
也
」
（
巻

　
　
　
二
十
・
四
四
九
三
歌
序
）
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本
来
、
文
学
に
用
い
ら
れ
る
動
詞
と
し
て
の
「
賦
」
は
、
漢
語
に
お
い
て
は
「
吟
詠
す
る
」
、
「
論
課
す
る
」
、
「
詩
を
作
る
」
意
味
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
属
す
る
の
は
二
、
ホ
、
へ
で
、
例
イ
～
ハ
の
「
賦
」
は
、
い
ず
れ
も
和
式
化
さ
れ
「
…
…
を
題
と
し
て
」
の
意
味
に
転
化

さ
れ
て
い
る
。

　
少
な
い
な
が
ら
も
右
に
掲
げ
た
『
万
葉
集
』
中
の
「
賦
」
字
の
用
例
で
直
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
賦
」
が
詩
文
体
の
名
称
で
あ
る
と
同

時
に
、
動
詞
と
し
て
「
諦
読
」
「
作
詩
」
「
創
作
」
の
意
味
に
も
使
う
多
義
の
文
字
で
あ
る
こ
と
を
、
万
葉
時
代
の
知
識
人
た
ち
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
早
く
か
ら
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
詩
文
体
の
名
称
或
い
は
作
品
の
題
と
し
て
の
「
賦
」
で
は
な
く
、
動
詞
と
し
て
の
「
賦
」

の
元
を
正
せ
ば
、
六
朝
の
『
文
選
』
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
以
前
の
『
詩
三
百
』
（
『
詩
経
』
）
、
『
周
礼
』
、
『
国
語
』
、
『
毛
布
大
序
』
、

『
漢
書
・
芸
文
志
』
な
ど
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
賦
」
の
文
字
が
最
初
に
文
学
作
品
に
見
え
る
の
は
、
『
詩
三
百
』
中
の
「
大
雅
・
丞
｛

民
」
で
あ
る
。

　
古
訓
是
式
、
威
儀
是
力
。
天
子
尊
志
、
明
軍
使
賦
。
出
納
王
命
、
正
之
喉
舌
。
賦
政
干
外
、
四
方
袋
襲
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
こ
で
「
賦
」
は
、
「
布
」
（
し
く
）
、
即
ち
「
敷
」
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
「
賦
」
が
最
初
に
詩
学
と
関
係
し
た
の
は
、
『
周

礼
・
春
宮
・
大
師
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
大
師
教
六
詩
、
日
風
日
賦
日
比
日
興
日
雅
日
頬
。

こ
れ
に
注
釈
を
施
し
た
鄭
玄
は
「
賦
」
の
特
徴
を
「
賦
重
言
鋪
、
直
鋪
狸
豆
之
政
教
善
悪
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
漢
の
毛
亨
は
『
詩
三

百
』
に
注
釈
を
施
し
た
際
に
、
そ
の
「
序
」
（
通
称
「
詩
小
序
」
）
で
、
『
周
礼
』
の
「
六
詩
」
を
踏
ま
え
て
「
故
詩
業
六
義
焉
、
一
日
風
、

二
日
賦
、
三
日
比
、
四
日
興
、
五
日
雅
、
六
日
頬
。
」
と
、
「
賦
」
を
詩
の
表
現
手
法
の
定
義
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
唐
の
三
千
達
は
『
毛

詩
正
義
』
で
、
こ
の
「
六
義
」
を
「
風
雅
頒
者
、
詩
篇
之
異
体
。
賦
比
興
者
、
詩
文
之
異
蚕
纏
。
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
「
六
義
」
で
『
詩

三
百
』
の
分
類
と
表
現
手
法
を
規
定
し
た
毛
亨
に
先
だ
っ
て
、
紀
元
前
三
五
〇
年
頃
、
魯
の
太
史
要
乱
曲
が
著
し
た
と
言
わ
れ
る
『
国
語
・

周
語
』
に
お
い
て
「
賦
」
は
「
故
天
子
三
皇
、
使
公
卿
至
子
二
士
献
詩
、
手
書
曲
、
史
二
幅
、
師
箴
、
艘
賦
、
遺
朦
論
。
」
と
い
う
よ
う
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に
、
「
漁
戸
」
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
た
。
章
昭
が
「
艘
賦
」
を
「
無
眸
子
日
艘
、
賦
公
卿
列
士
所
献
詩
也
。
」
と
注
釈
し
て
い
る
。
つ
ま

り
「
賦
」
は
、
詩
を
「
諦
読
」
す
る
意
味
に
も
通
じ
る
。
「
艘
」
と
「
朦
」
は
、
・
周
の
宮
廷
に
置
か
れ
る
「
説
唱
芸
人
」
で
、
そ
の
役
目

は
詩
の
朗
唱
に
あ
る
。

　
同
じ
く
左
丘
明
が
著
し
た
『
左
伝
』
に
「
公
二
野
賦
、
大
意
之
中
、
其
楽
也
融
融
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
賦
」
は
「
作
詩
」
を
意
味

す
る
。
『
韓
詩
外
伝
』
に
も
「
孔
子
游
干
景
山
之
上
。
孔
子
日
、
君
子
登
高
必
需
。
」
と
あ
る
。
但
し
「
君
子
登
高
出
遅
」
の
「
賦
」
は
、

「
作
詩
」
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
文
学
の
新
し
い
様
式
を
指
す
こ
と
に
も
な
る
。
班
固
は
『
漢
書
・
芸
文
志
』
で
「
不
断
而
論
旨
之
賦
。

登
高
月
賦
、
可
以
為
大
夫
。
」
と
言
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
賦
」
は
、
音
楽
を
伴
っ
て
唱
う
『
詩
三
百
』
の
作
品
と
異
な
っ
て
、
「
昼
鳶
」

の
方
式
を
取
る
新
し
い
文
学
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
中
国
古
典
文
学
の
研
究
者
萢
文
瀾
氏
は
『
夢
心
北
龍
・
空
写
篇
』
の
注
釈
で
「
窃
疑
賦

黒
雲
一
種
声
調
細
別
之
與
歌
不
同
、
與
皇
家
不
同
。
荷
、
屈
所
期
之
賦
、
系
取
回
賦
之
声
調
而
値
じ
と
言
っ
て
、
「
賦
」
が
あ
る
決
ま

っ
た
声
調
で
朗
詠
す
る
も
の
だ
と
推
断
し
て
い
る
。

　
「
艘
賦
之
声
調
」
は
、
如
何
な
る
も
の
な
の
か
、
氏
は
言
明
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
氏
が
挙
げ
た
「
筍
、
高
所
創
之
賦
」
は
、
即
ち

「
賦
」
の
濫
膓
と
さ
れ
る
挙
人
屈
原
の
「
騒
体
詩
」
及
び
「
賦
」
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
蕎
矢
と
さ
れ
る
趙
人
皇
況
の
賦
十
篇
（
現
存

す
る
の
が
「
礼
」
「
知
」
「
雲
」
「
蚕
」
「
箴
」
の
五
篇
）
を
指
す
。
両
者
の
作
品
の
句
式
を
見
る
と
、
屈
原
の
「
騒
体
詩
」
の
句
の
構
成
に
は
、

次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

□
□
号
□
□

桂
樟
号
蘭
1
1

□
□
号
□
□

満
堂
号
美
人

□
□
号
□
□

□
□
分
□
□
（
五
・
五
句
式
）

研
氷
号
積
雪
。
（
『
楚
辞
・
九
歌
・
湘
君
』
）

□
□
□
□
号
□
□
（
五
・
七
句
式
）

忽
独
与
余
号
目
成
（
『
楚
辞
・
九
歌
・
少
司
命
』
）

□
□
□
分
□
□
□
（
五
・
七
句
式
）
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「不歌而踊」と「讃歌」と「賦詩」

　
　
　
搦
搦
号
秋
風
　
洞
庭
波
号
木
葉
下
（
『
楚
辞
・
九
歌
・
湘
夫
人
』
）

（
4
）
□
□
□
□
□
□
号
　
□
□
□
□
□
□
（
七
・
六
句
式
）

　
　
　
帝
高
陽
之
苗
喬
号
　
朕
皇
考
日
伯
庸
（
『
楚
辞
・
離
騒
』
）

屈
原
の
全
作
品
の
中
で
、
右
に
掲
げ
た
（
3
）
と
（
4
）
の
句
式
が
一
番
多
い
。

　
屈
原
の
作
品
の
長
短
句
式
は
、
基
本
的
に
南
方
の
楚
の
地
方
民
謡
の
形
を
吸
収
し
て
創
り
出
し
た
も
の
で
、
春
秋
時
代
、
楚
の
民
謡
は

既
に
長
短
句
の
形
を
取
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、

　
　
侃
玉
芯
号
、
余
無
所
系
之
。
旨
酒
一
盛
号
、
余
意
褐
二
倍
之
。
（
『
左
伝
・
哀
公
＋
四
年
』
）

　
　
今
夕
何
四
号
、
峯
洲
中
流
。
今
日
何
日
分
、
得
与
王
子
同
舟
。
蒙
差
被
好
号
、
不
砦
営
営
。
昇
平
語
学
不
絶
分
、
得
知
王
子
。
山
有

　
　
木
号
木
有
枝
、
心
説
君
号
君
不
知
。
（
「
越
人
歌
」
）

な
ど
が
そ
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
一
方
、
謡
曲
の
「
賦
」
は
、
「
愚
問
手
答
」
の
構
成
を
取
り
、
「
四
丁
」
か
ら
な
る
量
器
が
多
い
。

　
　
袋
有
大
物
、
非
絡
非
畠
。
文
理
成
章
、
非
日
非
月
、
為
天
下
明
。

「
四
言
句
式
」
の
「
賦
」
は
、
『
詩
経
』
の
形
式
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
『
詩
経
』
中
に
三
、
五
、
六
、
七
、
九
型
の
句
は
あ
る
が
、

四
言
は
そ
の
主
体
で
あ
る
。
こ
の
四
言
句
式
は
、
秦
以
前
、
北
方
転
質
が
定
型
後
の
基
本
的
な
形
式
で
あ
る
。
長
言
詩
の
リ
ズ
ム
は
、
大

体
「
二
拍
子
」
と
な
る
。

　
関
関
ー
ー
誰
鳩
、
在
河
－
一
之
洲
。
窃
究
　
　
淑
女
、
君
子
　
　
土
塁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

賦
の
研
究
者
萬
光
治
氏
は
、
こ
れ
が
「
北
方
の
歩
行
者
が
徒
歩
の
際
に
吟
ず
る
リ
ズ
ム
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
曲
言
詩
は
曲
を
付
け
て

唄
う
場
合
は
別
と
し
て
、
朗
詠
す
る
場
合
は
そ
の
単
調
さ
が
免
れ
な
い
。
抑
揚
に
富
む
南
方
の
楚
歌
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
槍
浪
　
　
之
水
　
清
一
号
　
、
可
以
1
1
濯
我
縷
。
槍
浪
ー
ー
之
水
一
揖
　
号
　
、
可
以
　
一
升
下
足
。
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南
方
の
人
が
船
を
漕
ぎ
な
が
ら
唄
う
リ
ズ
ム
で
、
長
短
を
交
え
て
、
変
化
に
富
む
。

　
華
言
詩
の
リ
ズ
ム
は
、
構
成
が
簡
単
で
、
そ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
句
式
均
一
の
短
調
を
為
す
。
そ
の
か
わ
り
に
、
江
南
地
方
の
楚
歌

は
、
水
上
の
生
活
、
樟
を
揺
ら
ぐ
際
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
長
短
調
を
為
す
。
恐
ら
く
南
北
の
自
然
風
土
と
生
活
様
式
の
違
い
に
よ
っ
て
、

南
北
の
民
歌
の
形
式
に
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
常
況
に
始
ま
っ
た
「
四
聖
賦
」
は
、
漢
の
時
代
に
入
っ
て
、
そ
の
里
馬
の
単
調
さ
、
リ
ズ
ム
の
平
板
さ
の
た
め
に
、
複
雑
な
感
情
を
表

現
す
る
の
に
ど
う
し
て
も
限
界
が
生
ず
る
。
従
っ
て
四
言
上
の
変
体
が
時
代
と
文
学
発
展
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
塵
鹿
濯
濯
、
辺
地
椀
庭
。
食
我
平
骨
、
懐
我
徳
声
。
質
逆
井
褥
、
文
如
黒
酒
。
豊
艶
相
合
、
小
雅
之
詩
。
嘆
丘
山
語
聾
歳
、
逢
梁
王

　
　
干
一
字
。

公
孫
誰
の
「
文
学
賦
」
（
『
西
京
雑
記
』
）
だ
が
、
表
現
は
も
ち
ろ
ん
『
詩
経
・
小
里
・
鹿
鳴
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
た
だ
し
結
び
の
二

七
は
、
明
ら
か
に
「
騒
体
詩
」
の
句
式
を
取
っ
て
い
る
。
「
四
、
六
」
か
ら
な
る
長
短
の
句
勢
は
、
公
孫
乗
の
「
月
賦
」
（
『
文
選
』
）
で
い

っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
。

　
　
月
山
咬
分
、
君
子
之
光
。
鵬
鶏
舞
工
J
蘭
渚
、
蠕
蝉
鳴
干
西
堂
。

つ
ま
り
「
賦
」
は
、
唱
う
の
で
は
な
く
朗
詠
す
る
際
、
抑
揚
強
弱
の
リ
ズ
ム
を
出
し
易
く
す
る
が
た
め
に
、
『
詩
経
』
と
「
馬
体
詩
」
の

基
本
的
な
句
式
を
総
合
し
て
、
変
化
に
富
む
長
短
の
句
式
を
取
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
「
不
歌
而
諦
謂
之
賦
」
は
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
な
長
短
句
式
の
作
品
を
作
り
、
唱
わ
ず
し
て
「
諦
読
」
す
る
も
の
が
「
賦
」
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

　
一
方
、
長
歌
の
定
型
す
る
過
程
は
、
「
賦
」
の
そ
れ
と
似
て
い
る
。
記
紀
歌
謡
を
見
る
と
、

　
　
夜
麻
登
能
　
多
加
佐
士
怒
蓑
　
那
々
由
久
　
衰
登
越
階
母
　
多
雨
衰
志
摩
加
護
（
記
・
一
六
）

四
・
六
・
四
・
五
・
七
の
構
成
も
あ
れ
ば
、
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賀
都
賀
都
母
　
伊
夜
佐
岐
陀
旦
流
　
延
蓑
斯
麻
加
牟
（
記
・
一
七
）

　
　
阿
米
都
々
　
知
仔
理
麻
斯
登
々
　
那
仔
佐
祁
流
斗
米
（
記
二
八
）

五
・
七
・
六
や
四
・
七
・
七
の
構
成
も
あ
る
。
詩
歌
形
成
の
歴
史
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
非
定
型
歌
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
五
七
五

七
七
の
定
型
歌
よ
り
も
っ
と
歴
史
が
古
か
ろ
う
。

　
た
だ
し
記
紀
歌
謡
は
、
中
国
の
北
方
民
謡
を
多
数
に
占
め
る
『
詩
経
』
の
句
式
均
一
の
「
謹
言
」
と
違
っ
て
、
最
初
か
ら
長
短
の
句
式
、

即
ち
長
短
律
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
日
本
語
の
持
つ
「
複
綴
音
韻
語
」
が
多
く
、
助
詞
、
助
動
詞
、
感
嘆
詞
の
使
用
が
目
立

つ
な
ど
に
よ
っ
て
、
長
短
律
に
成
り
易
い
と
い
う
特
質
か
ら
来
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
海
に
囲
ま
れ
、
河
が
多
く
、
水
上
生
活
に
恵
ま
れ
る

日
本
の
古
代
人
に
と
っ
て
、
中
国
江
南
地
方
の
よ
う
に
舟
で
謳
歌
す
る
場
合
が
多
く
、
長
短
律
で
唄
う
の
が
そ
の
生
活
様
式
の
リ
ズ
ム
に

最
も
適
し
て
い
た
面
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
短
歌
と
長
歌
の
「
五
・
七
」
を
繰
り
返
す
基
本
的
な
様
式
は
、
「
古
詩
十
九
首
」

以
後
、
唐
の
時
代
に
定
型
さ
れ
た
「
五
言
」
「
七
言
」
詩
の
影
響
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
日
本
在
来
の
歌
謡
の
持
つ
長
短
律
の
基
礎
の
上

に
、
「
賦
」
の
よ
う
に
次
第
に
整
っ
た
句
式
に
発
展
し
て
き
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
も
と
も
と
言
語
構
造
の
違
う
中
国
語
と
日
本
語
で

は
、
五
言
七
言
は
五
音
七
音
に
等
し
い
も
の
で
は
な
い
。
双
方
の
意
味
の
含
有
量
も
違
う
し
、
音
律
の
長
短
も
異
な
る
。
そ
れ
は
漢
詩
の

訓
読
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
。

22S

二
、
賦
の
「
不
歌
而
調
」
と
古
事
記
の
「
讃
歌
」

　
「
長
歌
」
は
「
賦
」
と
同
じ
く
、
短
い
も
の
か
ら
長
い
も
の
へ
、
唄
う
も
の
か
ら
「
不
思
掛
訥
」
の
も
の
へ
と
移
り
変
わ
る
過
程
を
辿

っ
て
い
た
と
推
測
し
得
る
。
『
古
事
記
』
中
の
殆
ど
の
歌
謡
に
は
「
歌
日
ひ
た
ま
ひ
し
く
」
と
い
う
よ
う
に
明
記
し
て
あ
る
が
、
「
賦
」
と

同
様
に
「
論
読
」
の
方
式
を
取
る
も
の
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
「
木
梨
之
軽
太
子
の
御
歌
」
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（
イ
）
国
の
　
泊
瀬
の
山
の
　
大
丘
に
は
　
幡
張
り
立
て
　
さ
小
丘
に
は
　
幡
張
り
立
て

　
　
　
大
丘
に
し
　
汝
が
定
め
る
　
思
ひ
妻
あ
は
れ
　
槻
弓
の
　
伏
や
る
伏
や
り
も
　
梓
弓

　
　
　
立
て
り
立
て
り
も
　
後
も
取
り
見
る
　
思
ひ
妻
あ
は
れ
　
（
記
・
九
〇
）

（
ロ
）
隠
国
の
　
泊
瀬
の
川
の
　
上
つ
瀬
に
　
齋
代
を
打
ち
　
下
つ
瀬
に
　
眞
代
を
打
ち

　
　
　
齋
代
に
は
　
鏡
を
懸
け
　
眞
代
に
は
　
眞
玉
を
懸
け
　
眞
玉
な
す
　
吾
が
思
ふ
妹

　
　
　
鏡
な
す
　
吾
が
思
ふ
妻
　
在
り
と
　
言
は
ば
こ
そ
よ
　
家
に
も
行
か
め
　
国
を
も
偲
は
め
　
（
記
・
九
】
）

　
二
首
の
歌
謡
の
後
に
「
此
南
至
者
、
讃
歌
也
。
」
と
記
し
て
あ
る
。
『
万
葉
集
』
巻
十
三
・
三
二
六
三
番
の
歌
も
（
ロ
）
と
ほ
ぼ
同
じ
内

容
の
も
の
で
あ
る
。
「
讃
歌
」
は
、
口
か
ら
口
へ
と
伝
う
原
始
的
「
口
承
歌
」
の
意
味
で
は
な
い
。
「
讃
歌
」
と
明
記
さ
れ
る
右
の
二
首
の

長
歌
は
、
「
賦
」
と
同
じ
く
長
短
律
を
取
っ
て
い
て
、
そ
の
表
現
は
か
な
り
技
巧
的
で
あ
る
。
歌
里
に
は
、
『
詩
経
』
や
「
賦
」
に
よ
く
使

わ
れ
る
「
畳
語
」
（
重
言
）
「
畳
章
」
（
重
章
）
「
対
句
」
の
手
法
に
相
当
す
る
も
の
が
目
立
つ
。
ち
な
み
に
「
讃
歌
」
の
句
式
を
『
詩
経
』

や
「
賦
」
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、

1
、
「
畳
語
」
に
当
た
る
も
の

　
　
槻
弓
の
　
伏
や
る
伏
や
り
も
　
謄
役
漠
奥
　
縁
竹
猜
猜

　
　
梓
弓
・
　
立
て
り
立
て
り
も
　
謄
役
棋
奥
　
縁
竹
青
青
（
『
詩
経
・
衛
風
・
棋
奥
』
）

2
、
「
畳
章
」
に
当
た
る
も
の

　
　
大
丘
に
は
　
　
幡
張
り
立
て
　
南
山
烈
烈
　
瓢
風
獲
獲

　
　
さ
小
丘
に
は
　
幡
張
り
立
て
　
南
山
津
律
　
瓢
風
弗
弗
（
『
詩
経
・
小
雅
・
蓼
義
』
）

　
　
上
つ
瀬
に
　
　
齋
代
を
打
ち
　
曝
有
養
楚
　
猜
灘
其
枝

　
　
下
つ
瀬
に
　
　
眞
代
を
打
ち
　
曝
有
蔑
楚
　
猜
灘
其
華
（
『
詩
経
・
桧
風
・
限
有
減
等
』
）
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3
、
「
対
句
」
に
当
た
る
も
の

　
　
槻
弓
の
　
伏
や
る
伏
や
り
も

　
　
梓
弓
　
　
立
て
り
立
て
り
も

　
　
齋
代
に
は
　
鏡
を
懸
け

　
　
眞
代
に
は
　
眞
玉
を
懸
け

　
　
眞
玉
な
す
　
吾
が
思
ふ
妹

　
　
鏡
な
す
　
　
吾
が
思
ふ
妻

　
両
者
の
類
似
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
域
を
脱
し
た
、
表
現

華
麗
で
、
形
式
の
整
っ
た
文
学
創
作
歌
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　
『
古
事
記
伝
』
で
は
、
右
の
「
讃
歌
」
を
「
楽
府
に
て
他
の
歌
曲
の
如
く
、
声
を
詠
め
あ
や
な
し
て
は
歌
は
ず
し
て
、
直
諦
に
読
挙
る

如
唱
へ
た
る
故
の
名
な
る
べ
し
。
凡
て
余
牟
（
ヨ
ム
）
と
云
は
、
物
を
数
ふ
る
如
く
に
つ
ぶ
つ
ぶ
と
唱
ふ
る
こ
と
な
り
。
」
（
三
＋
九
之
巻
）
、

「
故
物
を
数
ふ
る
を
も
余
牟
と
要
り
。
又
寄
を
作
る
を
余
響
と
云
も
心
に
思
ふ
こ
と
を
数
へ
た
て
て
、
云
出
る
よ
し
な
り
。
さ
れ
ば
罫
引

牟
と
云
は
、
挙
国
に
て
詩
を
作
る
を
賦
す
と
云
。
賦
と
お
の
つ
か
ら
似
た
り
。
さ
て
此
の
読
歌
と
云
は
、
自
作
れ
る
こ
と
を
云
に
は
非
ず
。

楽
府
に
て
の
歌
い
ぶ
り
の
こ
と
な
り
。
」
（
同
期
）
と
解
釈
し
て
い
る
。
班
固
の
「
証
歌
而
諦
謂
之
賦
」
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
思
わ
れ
る
が
、

「
物
を
数
え
る
」
は
、
恐
ら
く
「
賦
」
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
量
質
其
事
」
の
意
味
に
当
た
る
の
だ
ろ
う
が
、
「
物
を
数
ふ
る
如
く
に

つ
ぶ
つ
ぶ
と
唱
ふ
る
こ
と
な
り
」
は
難
解
で
あ
る
。
も
し
朗
詠
す
る
リ
ズ
ム
を
指
す
な
ら
ば
、
長
歌
の
朗
詠
は
敢
え
て
物
を
数
え
る
よ
う

に
「
つ
ぶ
つ
ぶ
」
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
「
下
国
に
て
詩
を
作
る
を
賦
す
と
云
。
賦
と
お
の
つ
か
ら
似
た
り
」
と
言
い
な
が
ら
、

こ
の
「
讃
歌
」
は
自
作
で
は
な
く
「
楽
府
に
て
の
歌
い
ぶ
り
」
だ
と
断
定
し
て
い
る
。
恐
ら
く
本
居
宣
長
は
「
賦
」
が
動
詞
と
し
て
「
作

詩
」
と
い
う
意
味
の
外
に
「
朗
詠
す
る
」
意
味
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

左
烏
号
之
雛
弓

右
夏
服
之
勤
箭
（
「
子
虚
賦
」
『
文
選
』
）

却
弱
翠
之
飾

除
彫
琢
之
巧
（
揚
雄
「
長
楊
賦
」
『
古
文
苑
』
）

侃
玉
項
珊
　
彼
美
孟
姜

侃
玉
将
将
　
彼
黒
道
姜
（
『
詩
経
・
雪
風
・
華
車
同
車
』
）

　
従
っ
て
「
讃
歌
」
と
し
て
の
二
首
の
長
歌
は
、
既
に
原
始
的
「
口
承
歌
」

22348
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本
居
宣
長
の
説
明
に
拠
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
讃
歌
」
を
曲
の
名
称
だ
と
い
う
人
も
い
蕊
㌍
も
し
曲
の
名
称
で
あ
れ
ば
、
作
品
は
一

首
し
か
な
い
は
ず
が
な
く
、
他
の
所
に
も
出
る
は
ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
例
は
見
つ
か
ら
な
い
。
『
万
葉
集
』
中
に
「
讃
歌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
伝
讃
」
と
注
す
る
例
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
諦
詠
」
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
右
に
掲
げ
た
『
古
事
記
』
の
歌
と
同
時
に
伝
え
て
い
る
木
梨
之
軽
太
子
の
「
志
良
宜
歌
」
が
『
琴
歌
譜
』
に
載
っ
て
い
る
。
上
代
歌
謡

の
う
ち
、
二
十
二
首
の
歌
が
十
九
曲
に
よ
っ
て
唱
わ
れ
る
の
は
『
琴
歌
譜
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
鑑
み
れ
ば
、
上
代
歌
謡
は
す
べ
て
曲
を

伴
っ
て
唱
う
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
「
諦
読
」
と
し
て
の
歌
謡
も
存
在
し
た
と
言
え
る
。

　
『
国
語
・
周
語
』
や
『
漢
書
・
芸
文
詩
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
の
古
代
に
は
宮
廷
の
行
事
の
際
に
、
1
「
上
筆
芸
人
」

に
よ
る
音
楽
を
伴
う
詩
の
「
歌
唱
」
、
2
独
特
の
声
調
で
「
賦
」
を
「
諦
読
」
す
る
と
い
う
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
。

　
日
本
古
代
の
宮
廷
の
行
事
に
も
こ
れ
と
似
て
い
る
よ
う
な
儀
式
が
あ
る
。
貞
観
儀
式
に
よ
る
と
、
践
詐
大
嘗
祭
の
時
に
、
中
国
の
「
説

唱
芸
人
」
に
当
た
る
「
語
部
」
が
、
諸
国
か
ら
召
さ
れ
て
古
詞
を
奏
す
る
。

　
　
宮
内
官
人
率
吉
野
国
栖
十
二
人
。
楢
笛
工
十
二
人
纂
輯
青
摺
布
杉
入
自
朝
堂
院
南
十
王
門
就
位
奏
古
風
。
悠
紀
国
司
思
歌
人
入
自
同

　
門
就
位
奏
国
風
。
同
伴
佐
伯
宿
禰
各
一
人
率
語
部
十
五
人
着
青
総
堀
墨
入
就
位
奏
古
詞
。
（
『
貞
観
儀
式
・
巻
第
三
』
）

「
古
風
」
「
国
風
」
「
古
詞
」
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
者
が
異
な
る
も
の
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
江
家
次
第
の
「
践
柞
大
嘗
会
」
の
条
で
は

　
　
語
部
奏
古
詞
。
基
音
似
祝
。
又
渉
寄
声
。
出
雲
・
美
濃
・
但
馬
語
部
、
揚
重
之
。

と
記
さ
れ
て
、
当
時
、
語
部
が
「
古
詞
」
を
奏
（
朗
詠
）
す
る
声
は
、
祝
詞
を
奏
上
す
る
声
に
似
て
、
歌
声
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
と
注

釈
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
語
部
の
「
奏
古
詞
」
は
、
中
国
古
代
の
「
艘
賦
」
と
同
じ
く
、
独
特
な
声
調
で
朗
詠
す
る
様
式
を
取
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
「
朗
詠
」
の
例
は
、
右
に
掲
げ
た
二
首
の
「
読
歌
」
の
外
に
、
『
古
事
記
』
の
下
巻
清
寧
天
皇
条
に
も
認
め
ら
れ

る
。
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爾
山
部
連
小
楯
、
任
針
無
帽
之
宰
時
、
到
其
國
之
人
民
、
古
志
自
書
新
室
樂
。
於
是
盛
樂
、
酒
事
望
次
第
皆
憐
。
故
、
焼
火
少
子
二

　
口
、
居
竈
傍
、
鼻
茸
其
少
子
等
。
爾
其
一
少
子
日
、
汝
目
先
憐
、
其
兄
亦
日
、
汝
日
当
憐
。
如
此
相
識
当
時
、
其
尋
人
等
、
咲
其
相
譲

　
之
状
。
爾
遂
兄
憐
詑
、
次
弟
将
憐
時
、
為
詠
日
、

　
　
物
部
之
　
我
夫
子
之
　
取
侃
　
於
大
刀
平
手
上
　
事
書
著
　
其
緒
者
　
載
量
幡
　
立
赤
幡

　
　
見
者
五
十
隠
　
山
三
尾
之
　
竹
　
詞
岐
此
二
字
以
音
苅
　
末
押
油
魚
笠
　
異
調
八
二
琴

　
　
所
治
賜
天
下
　
伊
邪
本
和
氣
　
天
皇
之
御
子
　
市
単
之
　
押
歯
王
之
　
奴
末

新
築
の
祝
い
で
酒
を
飲
み
、
舞
を
踊
る
時
に
詠
ず
る
も
の
だ
が
、
五
七
五
七
…
…
の
形
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
か
、
歌
謡
の
部
類
に
入
れ

ら
れ
て
い
な
い
し
、
歌
の
表
記
も
記
紀
歌
謡
通
用
の
一
字
一
音
の
表
音
形
式
を
取
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
全
体
の
構
成
と
長
短
の
音

律
か
ら
見
れ
ば
、
文
章
で
は
な
く
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
漢
語
的
表
現
の
多
用
と
そ
の
技
巧
を
見
れ
ば
、

　
　
丹
書
著
其
緒
　
載
赤
幡
　
立
赤
播
　
　
（
畳
章
に
当
た
る
）

　
　
竹
　
詞
岐
苅
　
末
押
廉
魚
篭
　
　
　
　
（
表
音
文
字
が
混
ざ
る
が
「
興
」
の
手
法
に
当
た
る
）

　
　
如
調
八
絃
琴
　
所
治
賜
天
下
　
　
　
（
比
喩
）

　
　
天
皇
之
御
子
　
市
邊
之
押
歯
王
　
　
　
（
排
比
）

む
し
ろ
「
賦
」
の
そ
れ
に
近
い
。
従
っ
て
「
不
歌
而
諦
」
と
し
て
の
「
賦
」
は
、
万
葉
の
長
歌
に
眼
ら
ず
、
記
紀
歌
謡
に
も
そ
の
類
似
が

認
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。

221

三
、
万
葉
の
「
諦
歌
」
と
春
秋
の
「
賦
詩
」

50

万
葉
の
歌
題
、
序
、
左
注
に
「
歌
一
首
」
「
御
製
歌
」
「
作
歌
」
と
明
記
す
る
も
の
は
圧
倒
的
に
多
い
が
、
「
唱
」
「
吟
」
「
吟
詠
」
「
口
吟
」
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「
口
号
」
「
諦
」
「
伝
諦
」
「
諦
詠
」
な
ど
の
表
現
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
に
つ
い
て
、
森
本
治
吉
氏
は
歌
の
場
に
お
け
る
衆

と
個
の
関
係
か
ら
「
之
等
を
「
吟
」
「
諦
」
等
の
字
面
に
惹
か
れ
て
口
論
文
学
と
見
な
す
な
ら
ば
、
却
っ
て
事
実
を
誤
る
事
と
な
ら
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
が
、
久
米
常
民
氏
は
高
木
市
之
助
と
武
田
祐
吉
両
博
士
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
歌
題
や
左
注
に
「
吟
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
諦
」
等
が
付
い
た
歌
の
例
を
分
析
し
て
、
そ
れ
ら
の
歌
が
「
広
く
諦
詠
歌
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
諸
氏

の
研
究
は
口
諦
歌
と
記
載
歌
と
の
区
別
に
視
点
を
置
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
私
は
む
し
ろ
考
察
の
視
点
を
「
聖
歌
」
と
「
賦
詩
」
と
の
比

較
に
置
き
た
い
。

　
右
に
掲
げ
た
作
歌
の
諸
様
式
に
関
す
る
表
現
は
、
い
ず
れ
も
漢
語
か
ら
来
た
も
の
で
、
歌
の
背
景
と
創
作
事
情
を
探
る
の
に
好
い
手
が

か
り
と
な
る
。
ち
な
み
に
そ
れ
ら
を
類
別
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

1
、
曲
を
伴
っ
て
唱
う
も
の

　
「
右
、
冬
十
月
、
皇
后
宮
之
維
摩
講
、
終
日
供
養
大
唐
高
麗
等
種
々
音
楽
、
爾
志
唱
此
歌
詞
。
弾
琴
者
市
原
王
忍
坂
王
土
賜
姓
大
原
真

　
　
人
赤
麿
也
、
歌
子
者
田
口
朝
臣
家
守
河
辺
朝
臣
東
人
置
始
連
。
」
　
　
（
巻
八
・
一
五
九
四
・
左
注
）

　
「
右
歌
二
首
、
河
村
王
宴
居
之
時
、
弾
琴
而
即
発
諦
此
歌
、
以
為
常
行
也
」
　
　
（
巻
＋
六
・
三
八
一
八
・
左
注
）

　
「
右
歌
二
首
、
小
鯛
猛
牛
居
累
日
、
取
琴
登
時
必
先
、
吟
詠
此
歌
也
。
…
…
」
　
　
（
巻
＋
六
・
三
八
二
〇
・
左
注
）

　
「
冬
十
二
月
十
二
日
、
歌
憐
所
轄
諸
王
臣
子
等
、
集
葛
井
連
広
成
家
宴
歌
二
首
　
比
来
、
古
志
盛
興
、
古
歳
漸
晩
。
理
宜
共
壷
古
情
、

　
　
同
唱
古
歌
。
故
擬
此
趣
、
輔
献
古
曲
二
節
。
風
流
意
気
之
士
、
憾
有
翁
島
之
中
、
争
壁
高
心
、
各
和
古
体
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
六
・
一
〇
一
一
・
題
詞
）

2
、
「
古
歌
」
の
論
詠
と
既
存
歌
の
伝
論

　
「
右
二
首
、
今
案
不
似
御
井
所
作
。
若
疑
当
時
諦
之
古
歌
歎
。
」
　
　
（
巻
一
・
八
三
・
左
注
）

　
「
遣
新
羅
使
人
等
悲
別
贈
答
及
海
路
若
女
陳
回
章
當
所
諦
詠
之
古
歌
」
　
　
（
巻
＋
五
・
三
五
七
八
・
題
詞
）
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「
…
…
愛
作
新
歌
、
井
便
諦
古
詠
、
各
述
心
緒
。
」
　
　
（
巻
＋
八
・
四
〇
三
二
・
題
詞
）

　
「
右
。
天
平
勝
寳
五
年
五
月
。
在
於
大
納
言
藤
原
朝
臣
出
家
時
。
　
…
・
語
少
納
言
大
作
宿
禰
家
持
日
。
三
半
至
言
。
即
空
手
歌
也
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
十
・
四
二
九
四
・
左
注
）

　
「
右
一
首
。
左
中
弁
中
臣
朝
臣
清
麿
傅
調
。
古
京
時
歌
也
。
」
　
　
（
巻
＋
九
・
四
二
五
八
・
左
注
）

　
「
右
一
首
歌
者
…
…
十
月
五
日
河
邊
朝
臣
東
人
傳
諦
云
爾
。
」
　
　
（
巻
＋
九
・
四
二
二
四
・
左
注
）

　
「
右
一
首
。
作
者
未
詳
。
但
竪
子
阿
部
朝
臣
轟
麿
傅
早
言
。
」
　
　
（
巻
八
⊥
六
五
〇
・
左
注
）

　
「
右
二
首
歌
津
。
三
形
沙
彌
。
亭
主
左
大
臣
藤
原
運
命
卑
語
世
論
之
也
。
金
製
傳
者
。
笠
朝
臣
子
君
。
復
後
傳
讃
者
。
越
中
國
橡
久
米

　
　
朝
臣
廣
縄
也
。
」
　
　
（
巻
＋
九
・
四
二
二
八
・
左
注
）

3
、
即
興
で
歌
を
作
り
「
吟
詠
」
す
る
も
の

　
「
右
歌
、
伝
話
、
葛
城
王
遣
干
陸
奥
国
之
時
、
国
司
祇
承
、
緩
怠
異
甚
。
潜
時
王
即
身
悦
、
豊
里
顕
面
。
難
強
飲
饒
、
不
肯
宴
楽
・
於

　
　
是
有
前
采
女
、
風
流
娘
子
。
左
手
捧
膓
、
右
手
持
水
、
撃
之
王
膝
、
而
詠
選
歌
。
早
急
王
意
解
悦
、
主
監
終
日
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
六
・
三
八
〇
七
・
左
注
）

　
「
…
…
爾
乃
婦
人
作
此
戯
歌
、
専
輔
吟
詠
也
。
」
　
　
（
巻
＋
六
・
三
八
三
五
・
左
注
）

　
「
…
…
夢
裏
相
見
、
覚
繕
探
題
、
曾
無
触
手
。
爾
聾
唖
賢
母
歓
。
高
聲
吟
詠
此
歌
。
因
霊
殿
之
哀
働
。
永
尊
母
素
量
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
六
・
三
八
五
七
・
左
注
）

　
「
右
一
首
、
右
大
弁
高
橋
安
麿
卿
云
、
故
豊
嶋
采
女
之
作
也
。
豊
田
本
云
、
三
方
沙
彌
恋
妻
苑
臣
作
歌
。
然
則
、
豊
嶋
采
女
当
時
当
所

　
－
口
吟
此
歌
欺
」
　
　
（
巻
六
・
一
〇
二
七
・
左
注
）

　
「
右
。
勅
使
大
伴
道
足
宿
禰
。
饗
地
響
家
。
北
日
揮
集
衆
諸
。
相
祖
語
使
葛
井
雪
見
成
。
言
須
作
歌
詞
。
登
時
。
速
成
鷹
聲
。
即
吟
此

　
　
歌
。
」
　
　
（
巻
六
・
九
六
二
・
左
注
）
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「
右
。
…
…
有
遊
行
女
婦
。
其
証
言
児
島
也
。
於
是
娘
子
。
傷
品
薄
別
嘆
彼
難
會
。
拭
涕
置
目
振
袖
之
歌
。
」
（
巻
六
・
九
六
六
・
左
注
）

　
「
…
…
子
時
、
壮
士
哀
嘆
流
涙
。
裁
歌
口
號
。
其
敬
一
首
」
　
　
（
巻
＋
六
・
＝
天
〇
四
・
歌
序
）

4
、
暗
唱
す
る
も
の

　
「
右
歌
一
首
、
忌
部
二
黒
麿
夢
裏
作
此
恋
歌
手
鼻
。
覚
而
前
諾
習
如
前
。
」
　
　
（
巻
＋
六
・
三
八
四
八
・
左
注
）

　
ま
ず
一
の
部
類
の
例
を
見
る
と
、
琴
を
伴
っ
て
「
吟
詠
」
「
論
」
「
唱
」
す
る
歌
は
、
基
本
的
に
即
興
で
は
な
く
、
既
存
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
披
露
す
る
場
は
殆
ど
宴
居
。
そ
し
て
琴
の
伴
奏
で
唱
う
歌
だ
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
短
歌
で
、
歌
唱
の
形
式
は
『
詩

経
』
の
そ
れ
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　
周
知
の
如
く
、
三
百
五
篇
か
ら
な
る
『
詩
経
』
の
詩
は
、
文
学
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
曲
を
配
し
て
唱
う
楽
歌
で
も
あ
る
。
『
史
記
・

孔
子
世
家
』
に
コ
ニ
百
五
篇
、
孔
子
皆
弦
歌
之
、
以
求
合
理
、
武
、
雅
、
頒
号
音
。
」
と
記
さ
れ
、
墨
子
も
「
青
白
三
百
、
弦
詩
三
百
、

歌
詩
三
百
、
舞
詩
三
百
。
」
（
『
墨
子
・
公
孟
』
）
と
、
『
詩
経
』
の
文
芸
的
な
側
面
を
紹
介
し
て
い
る
。
周
の
時
代
に
、
貴
族
ら
は
作
っ
た
詩

を
直
接
楽
師
に
献
じ
、
楽
師
は
そ
れ
に
曲
を
配
し
て
か
ら
、
天
子
に
唱
歌
し
て
聞
か
せ
る
。
民
間
に
伝
え
る
歌
謡
な
ど
は
、
采
詩
書
に
よ

っ
て
収
集
さ
れ
、
音
楽
を
司
る
太
師
に
よ
っ
て
整
理
し
曲
付
け
し
て
唱
歌
さ
れ
る
。
『
漢
書
・
食
貨
志
』
に
「
献
之
太
師
、
比
其
音
律
」

と
あ
る
。

　
万
葉
の
長
歌
の
後
に
付
く
「
反
歌
」
と
い
う
名
称
に
示
唆
を
与
え
た
と
言
わ
れ
る
『
文
選
』
の
「
賦
」
の
結
び
の
「
乱
」
も
、
も
と
も

と
楽
曲
の
最
後
の
部
分
を
意
味
す
る
言
葉
に
由
来
し
て
い
る
。
「
師
摯
之
始
、
《
関
雌
》
由
仁
、
洋
洋
乎
盈
耳
哉
1
」
　
（
『
論
語
・
曲
説
』
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

孔
子
が
言
っ
て
い
る
「
《
関
雌
》
之
乱
」
は
、
即
ち
《
関
碓
》
と
い
う
楽
曲
の
最
後
の
部
分
を
指
す
。
『
詩
経
』
「
周
頒
」
中
の
「
主
将
」

「
武
」
「
費
」
「
般
」
「
酌
」
「
桓
」
は
、
も
と
も
と
「
大
武
」
（
周
武
王
を
謳
歌
す
る
舞
踊
）
の
歌
詞
で
、
そ
の
中
の
「
桓
」
は
、
ほ
か
で
も

な
く
こ
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
舞
曲
の
「
乱
詞
」
で
あ
る
。
『
詩
経
』
の
詩
を
歌
唱
す
る
場
面
は
『
郷
飲
酒
礼
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
設
席
干
堂
廉
、
東
上
（
略
）
楽
正
先
昇
、
立
干
一
階
東
。
工
入
、
昇
自
尊
階
、
北
面
坐
。
（
略
）
準
歌
《
鹿
鳴
》
、
《
四
丁
》
、
《
皇
皇
者
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華
》
。
（
略
）
肝
入
堂
下
三
障
、
北
面
立
、
楽
《
南
咳
》
、
《
華
華
》
、
《
華
黍
》
（
略
）
導
出
歌
《
高
麗
》
、
笙
《
上
輿
》
、
歌
《
南
糞
壷
魚
》
、

　
笙
《
崇
丘
》
、
歌
《
南
山
有
台
》
、
笙
《
由
儀
》
。
乃
豊
楽
周
南
《
関
碓
》
、
《
葛
輩
》
、
《
巻
耳
》
、
三
舎
《
甫
嶺
》
《
采
繁
》
《
采
頻
》
。
工

　
告
干
楽
正
日
、
正
歌
備
。
楽
正
告
干
賓
、
乃
降
。

第
一
節
に
挙
げ
た
日
本
古
代
「
践
柞
大
嘗
祭
」
の
光
景
は
こ
れ
と
酷
似
す
る
。

　
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
は
、
短
歌
に
は
唱
歌
の
形
式
が
認
め
ら
れ
る
が
、
長
歌
に
は
琴
を
伴
っ
て
唱
う
よ
う
な
記
載
が
見
つ
か
ら
な
い
。

と
い
う
こ
と
か
ら
、
長
歌
が
「
賦
」
と
同
じ
く
音
楽
を
伴
っ
て
唱
う
の
で
は
な
く
、
「
諦
す
る
」
も
の
だ
っ
た
と
推
測
し
得
る
の
で
は
な

い
か
。

　
2
の
部
類
に
出
て
く
る
「
古
歌
」
（
「
古
体
」
「
古
曲
」
「
歌
詞
」
と
も
称
さ
れ
る
）
は
、
中
国
の
「
古
詩
」
と
意
味
が
違
う
。
中
国
の
「
古

詩
」
は
「
古
体
詩
」
「
巨
体
」
「
古
風
」
と
も
称
さ
れ
、
唐
の
律
詩
（
近
体
詩
）
以
前
の
す
べ
て
の
詩
歌
（
『
詩
経
』
、
『
二
等
』
、
漢
の
『
楽
府
』
、

魏
晋
南
北
朝
の
五
言
七
言
詩
な
ど
）
を
指
す
も
の
で
、
律
詩
に
比
べ
て
句
数
、
字
数
、
平
造
な
ど
の
制
限
が
な
い
の
は
そ
の
特
色
で
あ
る
。

し
か
し
『
万
葉
集
』
で
「
古
歌
」
と
称
さ
れ
る
も
の
に
は
、
中
国
の
「
古
詩
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
基
準
が
認
め
ら
れ
な
い
。
例
え
ば

「
古
歌
」
は
「
記
紀
歌
謡
」
類
の
も
の
だ
と
か
、
歌
の
形
式
が
定
型
歌
の
そ
れ
と
違
う
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
な
い
。
つ
ま
り
「
古

歌
」
と
称
さ
れ
る
作
品
に
は
、
他
の
歌
と
区
別
で
き
る
よ
う
な
特
色
が
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
右
に
掲
げ
た
「
題
詞
」
「
左
注
」
で
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

っ
て
い
る
「
古
歌
」
は
、
既
存
の
歌
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
武
田
祐
吉
博
士
も
伊
藤
博
氏
も
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
公
の
場
で
「
古
歌
」
を
諦
詠
ず
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
こ
の
形
式
は
中
国
の
春
秋
時
代
に
お
い
て
よ
く

用
い
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、

　
　
公
享
之
。
季
武
子
賦
《
綿
》
之
卒
章
、
才
子
賦
《
角
弓
》
。
季
武
子
今
日
、
敢
拝
子
之
彌
縫
倣
邑
、
尊
君
有
望
　
。
武
子
賦
《
節
》

　
之
卒
章
。
既
享
、
建
干
季
氏
。
有
嘉
樹
焉
、
宣
子
誉
之
。
武
子
日
、
宿
敢
不
吉
殖
春
樹
、
以
無
量
《
角
弓
》
。
遂
賦
《
甘
巣
》
。
宣
子
日
、

　
起
不
堪
也
、
無
以
及
召
公
。
（
『
左
伝
』
昭
公
二
年
）
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と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
外
交
や
公
の
場
で
「
賦
詩
」
を
以
て
「
志
」
を
言
い
、
政
治
的
意
図
を
伝
達
す
る
の
が
春
秋
時
代
の
し
き
た

り
で
あ
る
。
孔
子
が
言
う
よ
う
に
「
諦
《
詩
三
百
》
、
使
干
四
方
、
不
能
専
対
、
錐
多
、
亦
奥
以
為
？
」
　
（
『
論
語
』
）
。
『
左
伝
』
の
「
賦

与
」
の
「
賦
」
は
「
諦
」
と
同
じ
く
「
暗
唱
」
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
外
交
の
場
で
賦
す
る
『
詩
経
』
の
詩
は
、
本
来
の
意

味
か
ら
逸
脱
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
断
章
取
義
」
の
場
合
が
多
い
。
そ
れ
も
互
い
に
理
解
し
得
る
こ
と
を
そ
の
前
提
と
す
る
。

　
万
葉
の
「
諦
古
歌
」
は
、
形
式
上
に
お
い
て
は
「
賦
詩
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
目
的
と
趣
旨
は
春
秋
時
代
の
そ
れ
と
著
し
く
異
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
万
葉
の
「
諦
古
歌
」
は
、
歌
の
意
味
を
活
か
し
て
外
交
に
利
用
す
る
政
治
的
な
意
味
合
い
が
薄
く
、
あ
く
ま
で
貴
族
ら
の

文
学
的
な
風
雅
を
表
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
「
伝
請
」
「
習
諦
」
の
例
も
同
じ
で
あ
る
が
、
政
治
に
利
用
す
る
た
め

で
は
な
く
、
歌
を
蒐
集
し
記
録
す
る
た
め
に
他
人
ま
た
は
既
存
の
作
品
を
「
伝
論
」
す
る
。
そ
う
い
う
場
合
に
、
文
学
的
な
風
雅
を
表
す

よ
り
も
記
載
す
る
の
が
そ
の
第
一
義
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
は
『
左
伝
』
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
反
歌
を
収
集
す
る

楽
府
で
は
行
わ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
3
の
部
類
の
「
吟
詠
」
「
口
吟
」
「
口
號
」
な
ど
の
歌
例
は
、
中
国
の
「
即
興
詩
」
に
当
た
る
。
特
に
「
自
身
」
と
い
う
表
現
は
、
中
国

で
は
「
口
占
」
と
も
言
う
が
、
即
興
で
口
ず
さ
ん
だ
詩
を
指
す
。
初
見
は
梁
簡
文
華
薫
網
の
「
和
衛
尉
新
楡
侯
巡
城
作
口
広
」
で
あ
る
が
、

唐
の
詩
人
た
ち
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
万
葉
歌
人
は
恐
ら
く
『
文
選
』
か
ら
取
っ
て
和
歌
に
転
用
し
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
し
『
万
葉
集
』
の
左
注
に
出
て
く
る
「
吟
」
「
詠
」
「
唱
」
「
諦
」
な
ど
は
殆
ど
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
中
国
で
は
動
詞

の
ほ
か
に
詩
体
と
し
て
も
使
う
。
唐
の
元
凶
が
書
い
た
『
楽
府
古
塁
序
』
に
「
《
詩
》
詑
干
周
、
《
離
騒
》
詑
干
楚
。
是
後
詩
書
流
二
十
四

名
、
賦
、
頬
、
銘
、
賛
、
文
、
諌
、
箴
、
詩
、
行
、
詠
、
吟
、
題
、
怨
、
嘆
、
章
、
篇
、
操
、
引
、
謡
、
謳
、
歌
、
曲
、
詞
、
調
、
皆
詩

人
六
義
之
余
。
」
と
あ
る
。
例
え
ば
「
朧
頭
吟
」
（
古
詞
）
、
「
梁
父
島
」
（
孔
明
）
、
「
白
頭
吟
」
（
司
馬
相
如
）
、
「
五
君
味
」
（
『
文
選
』
）
、
「
群
羊

啄
」
（
儲
光
義
）
、
「
恵
公
装
置
諦
」
「
子
産
諦
」
「
気
出
唱
」
（
魏
君
臨
）
な
ど
が
そ
の
作
品
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
『
万
葉
集
』
に

は
認
め
ら
れ
な
い
。
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注

（
1
）
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
「
万
葉
集
の
文
字
表
現
」
「
万
葉
集
と
中
国
文
学
と
の
交
流
」
な
ど
小
島
憲
之
著
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』

　
　
上
中
に
収
録
（
塙
書
房
）
「
辞
賦
の
系
譜
」
中
西
進
著
『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』
に
収
録
（
桜
楓
社
）
ズ
淡
等
勤
皇
〉
と
く
琴
賦
〉
」
古
沢
三

　
　
知
男
著
『
漢
詩
文
引
用
よ
り
見
た
万
葉
集
の
研
究
』
に
収
録
（
桜
楓
社
）
「
播
岳
の
〈
寡
婦
賦
〉
と
く
泣
血
症
働
歌
〉
」
、
「
大
伴
家
持
と
中
国
文
学
」

　
　
な
ど
辰
巳
正
明
著
『
万
葉
集
と
中
国
文
学
』
二
冊
に
収
録
（
笠
間
書
院
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）
中
西
進
著
『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』
中
・
第
二
章
「
辞
賦
の
系
譜
」
（
五
三
三
ペ
ー
ジ
）
桜
歯
茎
昭
和
四
十
七
年
改
訂
版

（
3
）
毛
氏
『
伝
』
「
賦
、
布
也
。
」
陳
奥
『
詩
毛
氏
伝
疏
』
「
賦
讃
為
敷
」

（
4
）
「
窃
疑
賦
自
律
一
種
声
調
、
細
別
之
與
歌
不
同
、
與
論
亦
不
同
。
荷
、
屈
所
創
面
賦
、
系
面
子
賦
之
声
調
而
作
。
」
（
窃
か
に
疑
ひ
ら
く
は
、
賦
に

　
　
は
自
ず
か
ら
あ
る
種
の
声
調
が
あ
り
、
細
別
す
れ
ば
、
こ
れ
が
歌
と
同
じ
か
ら
ず
、
請
と
も
同
じ
で
は
な
い
。
葡
況
、
屈
原
が
創
っ
た
と
こ
ろ
の
賦

　
　
は
、
艘
賦
の
声
調
を
取
っ
て
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

（
5
）
万
光
治
著
『
漢
賦
通
論
』
巴
蜀
書
社
一
九
八
九
年
出
版

（
6
）
久
米
常
民
著
『
万
葉
集
の
訥
詠
歌
』
（
八
ペ
ー
ジ
）
塙
書
房
昭
和
三
六
年
出
版

（
7
）
「
右
↓
首
、
式
部
少
丞
大
伴
宿
禰
前
主
讃
之
。
即
自
、
兵
部
大
音
大
原
真
人
今
城
先
日
他
所
讃
歌
者
也
」
（
巻
二
十
・
四
四
五
九
番
の
歌
の
左
注
）
、

　
　
「
右
件
四
首
、
伝
讃
兵
部
大
丞
大
原
今
城
」
（
巻
二
十
・
四
四
八
○
番
の
歌
の
左
注
）

（
8
）
森
本
治
吉
著
『
万
葉
集
の
芸
術
性
』
精
興
社
昭
和
十
七
年
出
版

（
9
）
同
（
注
6
）

（
1
0
）
陰
法
魯
著
「
詩
経
楽
章
中
的
、
乱
”
」
『
北
京
大
学
学
報
』
一
九
六
四
年
三
期

（
1
1
）
武
田
祐
吉
「
こ
れ
よ
り
前
に
作
り
伝
え
ら
れ
た
歌
を
、
総
じ
て
古
歌
と
い
う
」
（
『
万
葉
集
全
注
釈
』
角
川
書
店
昭
和
三
一
年
）
伊
藤
博
「
古
歌
と

　
　
い
う
場
合
、
利
用
し
た
人
の
時
点
に
近
い
歌
で
も
、
他
人
の
別
の
折
の
も
の
で
あ
れ
ば
そ
う
呼
ぶ
の
も
万
葉
の
常
。
」
（
『
万
葉
集
忌
避
』
有
斐
閣
昭

　
　
和
五
八
年
）
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